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１．はじめに 

制服とは、ある集団に属する人が着るように定められた服装と

定義されており、一般の衣服に比べ長期にわたって着用されるこ

とから、耐久性や機能性などが求められている。また、改変は節

目にされることが多く、最近では東京2020オリンピック時にリ

ニューアルした企業もあった。筆者の出身中学校でも3年前に改

変され、詰襟とセーラー服からブレザーとなり、女子生徒はパン

ツとスカート、ネクタイとリボンが選択制となるなど身近なとこ

ろから制服のジェンダーレス化が進んでいることを実感した。 

世界経済フォーラム(World Economic Forum：WEF)が公表し

た、ジェンダーギャップ指数において、2022年の日本は146か

国中116位で、ジェンダーギャップ問題を抱えている国であると

言える。 

日本の制服の歴史をみると、女性制服は1960年代後半に爆発的

に流行したミニスカートブームの影響を受けて、オフィスユニ

フォームに、ややミニ丈のワンピースを採用するところが相次い

だ。制服が企業イメージの向上や社員間連帯感の醸成、愛社精神

のシンボルと見なされるようになったことからも制服がもつ重要

性がうかがえる。 

このような時期にジェンダーレス制服のイメージ要因を検討す

ることは、意義深く、今後のデザイン及び企画、提供に貢献でき

るものと考える。 

２．研究方法 
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女性制服のジェンダーレス化に関する研究 

2-1 職業別女性ユニフォームに関するアンケート 

 被検者の10～60代の男女89名を対象に、医師、パイロット、

警察官、テーマパークスタッフ、整備士など30職種を取り上げ、

「男性と区別」「男性と同一」「どちらでもよい」の3段階評価

を行った。 

2-2 制服別ジェンダーイメージ実験 

 試料は、2-1のアンケート結果を参考に6職種の制服9種類を

選出し、図１のような赤、暗い赤、青、暗い青、黒の5色の計45

体の画像を試料とした。形容詞には性差や職に従事することを踏

まえ、「女性的-男性的」「親しみやすい-親しみにくい」「好感

がもてる-好感がもてない」「やわらかい-かたい」「軽薄な-重

厚な」「目立つ-目立たない」「色とデザインが調和している-色

とデザインが調和していない」「男性が着用してもよい-男性に

着用して欲しくない」の8形容詞対とした。 

実験は、上記試料をA4用紙に1職種5体ずつプリントしたもの

を掲示し、SD法による5段階評定の官能調査を実施した。得られ

た評価から平均官能量を算出するとともに、因子分析にて関与す

る要因について分析し、検討した。 

 

3.   結果および考察 

3-1 職業別女性ユニフォームに関するアンケート結果 

「男性と区別」した方がよい割合が高かった巫女/男巫におい

て、主に学生アルバイトが一時的に取り組むことが多く、職とし

て適切でないと判断した。 

「男性と同一」にした方がよいという割合が高かった裁判官

（法服）は、黒がどんな色にも染まらないことから、公平に忠実

に裁くという意味をもち、本実験には適切でないと判断した。 

従って本実験の試料は、「男性と区別」ではキャビンアテンダ

ント、百貨店インフォメーション、バスガイド、「男性と同一」

では消防隊員、自衛隊員、「どちらでもよい」の割合が最も高

く、近年急速にジェンダーレス化が進む学生服とした。 
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図 1 実験試料 図1 実験試料  
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４．まとめ 

本研究により、女性制服のジェンダーレス化に関与

するイメージには力量性、評価性、性差の因子が内在

することが判明した。また「性差の因子」のイメージ

をもつスタイルではジェンダー尺度が大きく、スカー

トが女性的、ズボンが男性的に大きく関与するといえ

る。さらに、接客業は公務員に比べジェンダーレス化

が進み、それが受け入れられてきつつある。しかし、

接客業は女性らしさを大切にした方がよいとの結果も

職業別女性ユニフォームに関するアンケートから読み

取れるため、今後さらなる検討が必要であると考え

る。 
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3-2 制服別ジェンダーイメージ実験結果 

3-2-1 官能量検査結果 

官能検査結果を図2に示した。特に各試

料の「女性的-男性的」「色とデザインが

調和している-色とデザインが調和してい

ない」が特徴的であった。 

3-2-3 数量化Ⅰ類による分類 

「女性的‐男性的」「男性が着用してもよい‐男性に着用して

欲しくない」の2形容詞対において職業の種類が大きく影響し

ているという結果となった。また「親しみやすい‐親しみにく

い」「好感がもてる‐好感がもてない」「やわらかい‐かたい」

「軽薄な‐重厚な」「目立つ‐目立たない」「色とデザインが調

和している‐色とデザインが調和していない」の6形容詞対にお

いては制服の色が大きく影響しているという結果となった。そ

して重相関係数の2乗は非常に高い値を示しているためこの結

果の説明力は高いと言える。  
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表2 数量化Ⅰ類 

カテゴリ数量 偏相関 カテゴリ数量 偏相関 カテゴリ数量 偏相関 カテゴリ数量 偏相関

キャビンアテンダント(スカート) 0.5915 0.1009 0.1514 0.1291

キャビンアテンダント(パンツ) -0.1256 -0.0599 0.0018 0.0703

百貨店インフォメーション 0.6183 0.1048 -0.1240 0.0141

バスガイド 0.8065 0.4699 0.1466 0.1879

消防士 -0.8590 -0.2991 -0.2221 -0.2983

自衛隊員(スカート) 0.2391 -0.2638 -0.2025 -0.2434

自衛隊員(パンツ) -0.7413 -0.4207 -0.2417 -0.2238

学生服(スカート) 0.7766 0.4319 0.3617 0.2428

学生服(パンツ) -1.3060 -0.0638 0.1287 0.1213

赤 0.5371 -0.1832 -0.3545 0.7435

暗い赤 0.3493 -0.1309 -0.0470 0.1117

青 -0.0797 0.5837 0.5186 0.4537

暗い青 -0.2440 0.5630 0.5577 -0.1454

黒 -0.5627 -0.8325 -0.6748 -1.1636

カテゴリ数量 偏相関 カテゴリ数量 偏相関 カテゴリ数量 偏相関 カテゴリ数量 偏相関

キャビンアテンダント(スカート) 0.0534 -0.0509 0.1134 -0.4821

キャビンアテンダント(パンツ) 0.0416 -0.0705 0.0872 0.3532

百貨店インフォメーション 0.0063 -0.0430 -0.1729 -0.8860

バスガイド 0.3436 0.1805 0.0938 -0.8468

消防士 -0.1741 0.0825 -0.1337 1.0513

自衛隊員(スカート) -0.3545 -0.0809 -0.0548 -0.6664

自衛隊員(パンツ) -0.3839 -0.1394 -0.0905 1.0135

学生服(スカート) 0.2534 0.1256 0.1186 -0.7213

学生服(パンツ) 0.2142 -0.0038 0.0389 1.1846

赤 0.7715 1.0588 -0.7293 -0.3914

暗い赤 -0.0978 0.3143 -0.2740 -0.1714

青 0.4665 0.1487 0.4634 0.0726

暗い青 -0.1654 -0.4156 0.6984 0.2077

黒 -0.9748 -1.1062 -0.1585 0.2825

重相関係数の2乗
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3-2-2 因子分析  

 次に得られた平均官能量をもとに因子分析（最尤法）を行い

プロマックス回転後の結果を表1に示した。 

第1因子で高い値を示した3形容詞対を「力量性の因

子」とした。第2因子で高い値を示した3形容詞対を

「評価性の因子」とした。第3因子で高い値を示した2

形容詞対を「性差の因子」とした。 
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やわらかい-かたい 0.978 0.331 0.436 0.912

軽薄な-重厚な 0.958 0.291 0.421 0.931

目立つ-目立たない 0.927 -0.043 0.405 0.912

好感がもてる-好感がもてない 0.329 0.966 0.111 0.955

親しみやすい-親しみにくい 0.477 0.927 0.336 0.971

色とデザインが調和している-色とデザインが調和していない -0.240 0.874 -0.189 0.943

男性が着用してもよい-男性に着用して欲しくない -0.350 -0.058 -0.992 0.999

女性的-男性的 0.513 0.083 0.958 0.924

寄与率 49.8 30.6 16.4

累積寄与率 49.8 80.4 96.9

形容詞対
因子

共通性

因子抽出法: 最尤法

 回転法: Kaiser の正規化を伴うプロマックス法 a

力量性の因子

性差の因子

評価性の因子

表1 因子分析 


